
 

 

はじめに 

 

 世界中が、現在、新型コロナウイルス感染症への対応に追われています。高等教育界に

おいても、オンライン授業・会議などが実施されましたが、学生・教職員共に戸惑ってい

るのが現状でしょう。わが国でも、デジタル化、オンライン化については、以前から議論

が進められていましたが、人工知能（AI）などのデジタル技術の活用に課題があることが

指摘されています。 

 最近の高等教育における大きな潮流は、「学修者本位の教育」であり、「個々人の可能性

を最大限に伸長する教育」への転換が声高に叫ばれています。学修者本位の教育の観点か

ら、一人ひとりの学生が自らの学びの成果（学修成果）として身につけたコンピテンシー

（知識やスキルだけではなく、自律性、責任感、倫理観などを含めた能力）を自覚し、活

用できることが求められています。学生が、その学修成果を自ら説明し、社会の理解を得

ることも肝要です。 

 高等教育機関に対する期待は、「リカレント教育」です。日本では、少子高齢化が急速

に進み、人生 100 時代を迎え、18 歳人口が減少している現状のもとで、わが国全体の生

産性をあげるためにリカレント教育は喫緊の課題です。 

 

 以上のような認識を基盤として、当機構は、令和２年度文部省委託事業「職業実践専門

課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」として、次の三つの事業を提案し、採択

されました。 

 

A FD・SD事業「体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開」 

専修学校の教職員が、多様な学生を対象とした生産性の高い学修を推進するために必

要な知識・スキルを研修するためのプログラムを構築し、オンライン双方向授業を実

施しました。 

B コンピテンシー事業「学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別

展開とその有効性の検証」 

学修成果の可視化および国際間、教育セクター間における人材・教育材の流動性を高

める目的で作成した資格枠組について、複数の職業分野において共有化を図るととも

に、有効性を検証しました。 

C ポートレート事業「職業実践専門課程版ポートレートの構築」 

説明責任を果たし、情報公開を促進するために、学修に必要な情報を効率的に入手す

ることが可能となり、職業教育の国際通用性にも配慮したデータベースシステムの構

築に取り組みました。 

 



 

 

 本書は、以上のうち、令和２年度における B（コンピテンシー事業）の主な成果をまと

めたものです。当機構では令和元年度までに、資格枠組のレベル定義（レベルディスクリ

プター）、およびその概要を作成し、分野ごとに学修成果指標の検討を実施してきまし

た。これらの取組の基盤に立って、本事業は、コンピテンシー体系の共有化を図り、学修

成果測定のためのスキームの構築・普及をめざしました。本事業が、専修学校における専

門職高等教育の質保証・向上に役立ち、さらに日本の生産性向上に貢献できることを願っ

ております。 

 なお、本事業を進めるにあたっては、多くの専修学校や専門職大学院の実施協力をいた

だきました。この場を借りて厚くお礼申し上げます。 
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1 本事業の概要 

 

 当機構では、平成 30年度および令和元年度の文部科学省委託事業1（以下「令和元年度

事業」）の中で、わが国において使用されることを想定し、かつ、国際通用性のある「資

格枠組のレベル定義」を策定した。本事業は、この事業成果を継承し、学校評価の充実等

に結び付けることを目的とした事業として位置付けられる。 

 

1-1 本事業の背景 

▼学修成果の可視化に関する流れ 

 学修成果をシステマティックに評価して公開する機運は、大学等における認証評価の開

始以降、特に高まってきたように思われる。平成 16 年度に始まった認証評価では、たと

えば、大学評価・学位授与機構の評価基準の一つとして「教育成果」が設定されていた

が、学修者からの視点を重視する流れにしたがって、平成 23 年度からの 2巡目では「学

修成果」と改められた。平成 26年度から実施された文部科学省の「大学教育再生加速プ

ログラム（AP：Acceleration Program for University Education Rebuilding)」では、

「学修成果の可視化」をテーマとした事業が多くを占めていた。このような流れを受け、

多くの高等教育機関では、ルーブリックやカリキュラムマップなどの枠組を作成し、学修

成果をあげるための工夫やその可視化が試みられている。 

 しかしながら、それらの試みの多くは、学修成果を測定する枠組の構築に重きが置かれ

ており、学修成果を測る基準、すなわち、枠組の中身の議論が進んでいないように思われ

る。ルーブリックの形は整っているものの、その中身は成績評価基準をそのまま転写した

だけで、しかもその内容は学校の中でしか通用せず、学生の将来のキャリア形成の基礎と

して位置付けるような視点に乏しいものも多い。 

 

▼資格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター）の策定 

 今、高等教育機関に求められている学修成果の枠組は、グローバル化が進み、人生 100

年時代を迎えようとしている現代社会において、生涯に渡って参照可能で、かつ、国際通

用性のあるレベル定義（レベルディスクリプター）である。わが国には、諸外国に存在す

る「国家資格枠組（NQF、National Qualifications Framework）」が存在しない。職業教

育の観点から見ると、多くの専門学校生が取得目標とする国家試験は数多く存在し、中核

的人材の輩出に少なからず貢献している。しかし、これらは各省庁が独自に設置・運営し

ているものがほとんどであり、国家的な観点からレベルの統一を図り、さらに、人材の移

 

 
1 文部科学省委託事業「職業実践専門課程を通じた専修学校の質保証・向上の推進」の中で実施された

「学修成果の測定に向けた職業分野別コンピテンシー体系の研究」事業 



2 

 

動可能性を促進するような発想はないに等しい。 

 

1-2 本事業の目的と概要 

 本事業は、「資格枠組のレベル定義」を頂点としたコンピテンシー体系を、産業界、専

門職高等教育機関、高等学校等と共有し、各職業分野で求められている学修成果の測定に

用いる仕組みについて研究することを目的としている。 

 このとき、いくつかの職業分野を事例として、人材ニーズをもつ産業界と、人材供給源

となる専門学校間において先行的に活用し、将来的には学修成果の測定のみならず、就職

した後の職業能力の判定などに用いることにより、資格枠組の有用性を検証する。 
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2 本事業の実施内容 

 

2-1 事業実施の年次計画 

 本年度事業では、目的達成のための第一段階として、専修学校（養成施設等）と産業界

（国家試験合格者を雇用する業界等）、高等学校との間で活用されていくことを目指し、

将来的に、職業分野に依存することなくその活用を広げていくスキームの構築を目指す。

職業分野としては、「美容」、「ゲーム・CG」、「動物」、「土木・建築」の 4分野を対象とす

る。 

 2 年目の事業では、1年目のスキームの国際通用性の検証を目的とした海外展開を進め

るとともに、学校（学科）単位の学修成果評価の方法を検討する。 

 最終年度では、職業分野ごとに代表校を選定し、学校（学科）ごとの「学修成果評価」

を試行し、産業界、高等学校等（海外の主体も含む）のステークホルダーによるアセスメ

ントを実施して、3 年間の事業成果とその発展可能性について検証する。 

 

図 2-1 事業実施の年次計画 
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2-2 本年度の取組み 

 本年度事業は３年計画の初年度として、産業界、専門職高等教育機関、高等学校が「資

格枠組のレベル定義」を共有し、かつ、これをそれぞれの立場で活用する仕組みの原型を

構築する。この仕組みの構築を目標として、本事業では大きく次の 5 つの取組を進める。 

 

① 資格枠組のレベル定義および学修成果指標の改善 

② 学修成果情報共有システムに対するニーズ調査 

③ 学修成果情報共有システムのプロトタイプ作成 

④ プロトタイプの試用 

⑤ 普及セミナー実施 

 

 本年度は、学修成果指標を実用化し、普及させるための第一歩として、学修成果情報共

有システムを設計し、そのプロトタイプを作成した。それに先立ち、まずは、学修成果情

報共有システムに対するニーズ調査を行ったが、そのとき、資格枠組のレベル定義、学修

成果指標についても意見収集を行った。 

 その調査を参考に作成したプロトタイプの試用を、動物分野の専門学校に依頼して、実

施した。 

 また、資格枠組のレベル定義、学修成果指標を広く認知してもらうためのセミナーも実

施する。 

 その詳細について以下の章で述べる。 
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3 資格枠組のレベル定義および学修成果指標の改善 

 

 令和元年度事業で策定した「資格枠組のレベル定義」および「（分野－職種ごと）学修

成果指標」について、同事業で実施した学修成果測定試行の結果や、同様の取組（ルーブ

リックやカリキュラムマップ）の調査結果等をもとに、レベル設定や記述内容の改善を図

った。 

 職業分野・学術分野に共通した資格枠組のレベル定義におけるレベルの目安は、表 3-1

のとおりである。なお、令和元年度事業では専修学校専門課程（2年課程）卒業時をレベ

ル 4 と定義していたが、国際的な枠組を調査・比較するなどして検討した結果、レベル 5

に位置付けることにし、専修学校専門課程 1年課程修了時はレベル 4 と定義した。それを

反映し、資格枠組のレベル定義、同概要、学修成果指標などの改訂を行った。 

 

表 3-1 資格枠組のレベル定義の各レベルの目安 

レベル レベルの目安 

8 専修学校専門課程（2）卒業後 15～20 年経過（35～40 歳）、博士 

7 専修学校専門課程（2）卒業後 10～15 年経過（30～35 歳）、修士、修士［専門職］ 

6 専修学校専門課程（2）卒業後 5～10 年経過（25～30 歳）、高度専門士、学士、学士［専門職］ 

5 専修学校専門課程（2）卒業（20 歳）、専門士、短期大学士、短期大学士［専門職］、準学士 

4 専修学校専門課程（1）卒業（19 歳） 

3 高等学校卒業（18 歳） 

2 中学校卒業（15 歳） 

1 小学校卒業（12 歳） 

 

 また、「資格枠組のレベル定義」について、海外普及を図ることを目的として、英語、

中国語（簡体字・繁体字）、韓国語、ベトナム語に翻訳を行った。ただし、英語について

は令和元年度事業で翻訳済みであるため、本年度事業では変化のあった部分についてのみ

翻訳を行った。 

 本年度事業で改善された学修成果指標については、以下、分野ごとに、レベル 4（専修

学校専門課程 1年課程修了後レベルを想定）からレベル 8（専修学校専門課程 2年課程修

了から 15～20 年経過、または博士レベルを想定）について、令和元年度事業で定義した

内容と比較しながら説明する。  



6 

 

3-1 美容分野－美容師職種 

 

 美容分野においては、レベル 6 に、昨年度定義したレベル 5 の一部の内容が追加されて

いる。同様に、レベル 5には昨年度定義したレベル 4の一部の内容が、レベル 4では、昨

年度定義したレベル 3の一部の内容がそれぞれ追加されるなどの改善（変更）が見られ

た。 

 

表 3-2 「美容分野－美容師職種」レベル 4 の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

美容師免許の取得に必要となる次の各科目における

学修項目の知識の獲得と理解 

 関係法規・制度 

 衛生管理 

 美容保健 

 美容の物理・化学 

 美容文化論 

 美容技術理論 

 美容運営管理 

 国家試験の試験内容  

昨年度はレベル 3 

美容師免許取得後に必要な実践的な知識と職業

訓練 

 外部講師による指導 

✓ カット理論 

✓ カラーやパーマなどの薬剤を使用した技術的知

識 

✓ デザイン的思考と実践的知識 

✓ その他技術的経験、及び資格取得に必要な

実体験の習得 

 インターンシップによる職場体験  

昨年度はレベル 3 

汎用的な
技能 

知識や、よく知っている手法、スキルを活用して、定型

的任務／学習の予測できる問題を解決する技能 

昨年度はレベル 3 

専門実践
技能 

次に示す美容師としての実践的技能項目のそれぞれ

についての基礎的な技能 

 国家試験の実践技能 

 各種実技授業 

 カット理論の実践技能 

 カラーやパーマなどの薬剤を使用した実践技能 

 デザイン的思考の実践技能 

 その他施術的経験、及び資格取得に必要な

実体験の習得  

昨年度はレベル 3 

対人技能 望まれる学習成果を修得する為、先生や両親など進

路相談をする関係者と信頼関係を築く能力 

昨年度はレベル 3 

職場で必要な対人関係構築能力を習得するため、

同級生、先輩、後輩と良好な関係を築くコミュニケー

ション能力 

昨年度はレベル 3 

分析技能 資料作成及びプレゼンテーションスキル（PCやスマー

トフォンなどを使用した SNS 投稿技術なども含む）  

昨年度はレベル 3 

管理・指
導技能 

最低限の指導監督で、かなり自主的に仕事をする能

力 

昨年度はレベル 3 
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表 3-3 「美容分野－美容師職種」レベル 5 の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

次のヘア技能領域に関わる基礎的知識 

 シャンプー 

 トリートメント 

 ヘッドスパ 

 カラー 

 パーマ 

 ブロー＆スタイリング 

 カット 

 デザイン 

 その他、組織特有の基礎的知識 

昨年度はレベル 4 

 詳細記述は削除 

次のヘア関連領域の基礎的知識 

 毛髪知識 

 薬剤知識 

 トリートメント 

 販売用の商品知識 

 その他、組織特有の基礎的知識  

昨年度はレベル 4 

 詳細記述は削除 

次の美容関連領域の基礎的知識（美容サロンで必要最

低限な範囲） 

 サロンにおける接客サービス 

 美容商品の提案、販売方法 

 メイクアップ、化粧品 

 着付け 

 マッサージ、エステティック 

 ネイル 

 まつ毛エクステンション 

 その他、組織特有の基礎的知識  

昨年度はレベル 4 

 

汎用的な
技能 

学習／仕事の内容が明確になっている場合、最低限の監

督を受けて、一般概念／理論／運用原理の認識・解釈・

適用・評価 

昨年度はレベル 4 

 

明確でありふれた問題や、日常的に見られない性質の問題

の解決 

昨年度はレベル 4 

 

学習／仕事の枠内で、相手に助言を与える能力 昨年度はレベル 3 

自律性と
責任感 

学業に対する意欲及び責任感 昨年度はレベル 3 

知識及び技術的経験を修得するための問題解決に

取組む姿勢 

昨年度はレベル 3 

 国家資格を取得し、美容師及び美容の仕事に携

わる者としての自覚と自尊心、仕事に対する情熱 

昨年度はレベル 3 

倫理観と
プロ意識 

社会的規範を理解し、社会及び学校生活を送るに

あたり、コンプライアンス意識を持った行動 

昨年度はレベル 3 
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専門実践
技能 

次に示す美容師としての実践的技能項目のそれぞれについ

て、問題解決に必要最低限な技能 

 シャンプー 

 トリートメント 

 ヘッドスパ 

 カラー 

 パーマ 

 ブロー&スタイリング 

 カット 

 デザイン 

 その他、組織特有の必要最低限の技能  

昨年度はレベル 4 

 

対人技能 コミュニケーション能力 

 最低限のマナーを踏まえた接客能及び会話の能力 

 職場の同僚、先輩、後輩との良好な関係を築く姿勢

と会話の能力 

 組織の一員として円滑に業務を遂行するために必要

な洞察力と意思疎通の能力  

昨年度はレベル 4 

 

分析技能 基本的な資料作成能力 

 学習及び習得した経験や技能を整理整頓する能力 

 PC やスマートフォンを操作し、資料を作成する能力  

昨年度はレベル 4 

 

基本的なプレゼンテーション能力 

 経験や技能を表現する能力 

 作成した資料を他者が共感できるように共有する能

力 

 PC やスマートフォンなどを使用し、社会一般に公表、

表現する能力（SNSなど）  

昨年度はレベル 4 

 

管理・指
導技能 

さまざまな状況で実施される明確で非定型的な学習／任

務について、幅広い助言や指導を受けて、かなりの責任感と

自主性をもって仕事をする技能 

昨年度はレベル 4 

 

職場で各種チームの統率と管理を行い、問題に対処する技

能 

昨年度はレベル 4 

 

自律性と
責任感 

美容師及び美容の仕事に携わる者としての自覚や自尊

心、仕事に対する情熱を持っている（美容師としての誇り） 

 仕事に対する意欲及び責任感 

 知識、及び技術的経験を修得する為の問題解決に取

り組む姿勢  

昨年度はレベル 4 

 

自己管理能力 

 自分のおかれた状況を理解することができている 

 技術向上に関して、計画的に取り組むことができる  

昨年度はレベル 4 

 

組織の一員としての円滑な業務の遂行 

 自己だけでなく他者との共同作業をする姿勢と完遂

する責任感 

昨年度はレベル 4 

 一部削除 

不確実な事態の発生に対応する為の考え方と真摯な姿勢 昨年度はレベル 4 

 

倫理観と
プロ意識 

社会的規範を理解し、コンプライアンス意識を持った行動 昨年度はレベル 4 

 

個人情報やプライバシーに配慮 昨年度はレベル 4 

 

守秘義務の順守 昨年度はレベル 4 
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表 3-4 「美容分野－美容師職種」レベル 6 の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

ヘア技能領域に関わる実践的知識 

 シャンプー 

 トリートメント 

 ヘッドスパ 

 カラー 

 パーマ 

 ブロー＆スタイリング 

 カット 

 デザイン 

 その他、組織特有の基礎的知識  

昨年度はレベル 5 

 詳細記述は削除 

ヘア関連領域の実践的知識 

 毛髪知識 

 薬剤知識 

 トリートメント 

 販売用の商品知識 

 その他、組織特有の基礎的知識  

昨年度はレベル 5 

 詳細記述は削除 

美容関連領域の実践的知識 

 サロンにおける接客サービス 

 美容商品の提案、販売方法 

 メイクアップ、化粧品 

 着付け 

 マッサージ、エステティック 

 ネイル 

 まつ毛エクステンション 

 その他、組織特有の基礎的知識  

昨年度はレベル 5 

 

人材育成に関する手法 

 ティーチングとコーチング 

 メンタリング 

 カウンセリング  

表現の変更 

美容各領域の技術的トレンド  

美容サロン現場の生産性向上  

汎用的な
技能 

美容師としての仕事において、専門的・概念的・理論的知

識を詳細に認識し、解釈、応用、分析、評価する能力  

昨年度はレベル 5 

 

美容分野の知識の活用において知的主体性を発揮する能

力 

表現の変更 

あいまいで複雑な状況や予測できない状況でも、多方向か

らのアプローチや自主性をもって、問題や課題を解決する能

力 

昨年度はレベル 5 

 

サービスの創出につながるクリエイティブ思考  

広範な諸問題の解決に必要なレベルのロジカルシンキング能

力 

 

 「美容分野において複雑な用途を管理、解明し、

創造的で画期的な解決策を用いて、予測できな

い問題に対処する能力」削除 
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専門実践
技能 

美容師としての実践的技能項目において問題解決に必要

な技能 

 シャンプー 

 トリートメント 

 ヘッドスパ 

 カラー 

 パーマ 

 ブロー&スタイリング 

 カット 

 デザイン 

  その他、組織特有の必要最低限の技能 

昨年度はレベル 5 

 詳細記述は削除 

革新的で創造性に富む高度な美容サービスの創出  

インストラクション、トレーニング等人材育成に関する次の実

践的技能 

 美容師新人研修 

 スタイリスト研修 

 その他幅広い研修  

 

対人技能 顧客との円滑なコミュニケーションの実践能力 昨年度はレベル 5 

中間管理職的なコミュニケーションや円滑なミーティングの実

施に必要なコミュニケーション技能 

 

 

分析技能 美容サロンの顧客管理につながる PC やスマートフォンの操

作（SNS の活用等） 

昨年度はレベル 5 

 

PC やスマートフォンを活用した効果的で説得力のあるプレゼ

ンテーション技能 

 

管理・指
導技能 

多様な組織的枠組みや制約の下で、自主的に仕事を進

め、各種業務管理でリーダーシップを発揮する能力 

 

後輩に対する適切な指導能力 昨年度はレベル 5 

組織の他者に対する業績の評価 昨年度はレベル 5 

 「業務分野が明確でない場合を含め、新しい環境

で、チーム・リーダーシップの発揮」削除 

自律性と
責任感 

組織の一員としての責任感 昨年度はレベル 5 

自分や他者の業務について、相当レベルの責任感  

美容師としての自覚と誇りを持って後進の育成にあたる責任

感 

 

美容の社会的位置づけの正しい認識に裏付けられた美容

師としての誇りを持った自己管理 

昨年度はレベル 5 

 

自身のキャリアパスの明確化（キャリアディベロップメント）  

自身の活動を効率的にするタイムマネジメント  

自身に発生するストレスを軽減・コントロールするためのストレ

スマネジメント 
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倫理観と
プロ意識 

社会的・職業上の多様な環境や実務の中で、倫理観を遵

守し、倫理上の課題を明らかにし、倫理観を持って決定し、

美容師として行動をする能力を発揮  

 

地域や世界が抱える科学、技術、ビジネス、社会、環境の

課題について、深い認識と知識 

 

地域や世界で、持続可能な社会をつくるために美容師の立

場から貢献 

昨年度はレベル 5 

 

美容師として、専門職業人に相応しい倫理的慣行や持続

可能な慣行に従う能力 

 

昨年度はレベル 5 

 

 

表 3-5 「美容分野－美容師職種」レベル 7 の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

ビューティビジネスの展開に必要な次の各領域の知識 

 美容市場動向 

 美容マーケティング 

 サービス産業特性 

 ブライダルビジネス 

 ヘルスケアビジネス 

 コスメティックビジネス 

 ファッションビジネス  

 

次の各領域に関する基礎的知識 

 美容サロンの起業・財務・経営計画 

 ブランディング 

 顧客視点経営  

 

汎用的な
技能 

高度な技術、手法、技能を活用して、新しいアイディア／画期

的な実践法を産み出すためのアプローチを幅広く、総合的に行

い、知識を批判的・統合的に応用し、美容分野における複雑

な課題に対処し解決する諸技能（ハイレベルなクリエイティブ

思考） 

 

専門実践
技能 

美容サロンの運営の実践技能  

美容サロン経営の PDCA サイクル諸局面における補佐的業

務の実践 

 

ビューティビジネスの次の諸領域におけるビジネスの運営 

 ブライダルビジネス 

 ヘルスケアビジネス 

 コスメティックビジネス 

 ファッションビジネス  

 

対人技能 美容業界における多様な立場の人々、異業種の人々と円滑

なコミュニケーションを行うことができ、その能力を活かして、協力

しながら仕事を進めることができるチームビルディングの能力  

 

自己理解と他者理解を両立させ、部下との適切なコミュニケー

ションを図る技能 

 

分析技能 美容サロンの運営に関する正確な現状分析とその結果に基づ

く基本的な評価技能 

 

ビジネスを円滑かつ効率的に進めるために必要な PC、スマート

フォンの活用技能 

 

管理・指
導技能 

職場において、適切なマネジメントに結び付く、自主性、主体

性、リーダーシップの発揮 
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複雑かつ予測がつかない状況下で、自分のチーム内の作業や

他チームとの協働作業の企画、資源管理、監督、問題解

決、人事・労務・作業管理 

 

従業員のモチベーションマネジメント  

自律性と
責任感 

職業人として成長を続けることにより自己の向上を図る考え方  

ベンチャー事業あるいはプロジェクトを起こしたり、そのリーダーに

なったりすること 

 

ライフワークバランス感覚  

自身のモチベーションマネジメント  

倫理観と
プロ意識 

組織としての倫理的対応実践  

批判的洞察や倫理的配慮に基づき、複雑な問題について助

言や決定を行う自信 

 

国や世界の社会的、技術的、経済的発展のために、美容師

としての立場で貢献 

 

市民社会や世界が抱えるさまざまな問題に、美容分野で取り

組む能力を発揮 

 

 

表 3-6 「美容分野－美容師職種」レベル 8 の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

ビューティビジネスの諸領域と学際的交流を図ることが可能

な各領域の知識 

 医療 

 福祉・介護 

 IT 

 その他関連領域  

 

美容分野、美容関連分野における有力な業界団体のリー

ダーと交流を図るための知識と理解 

 

美容サロンの短期、中長期経営計画の立案を図るための

知識 

一部削除 

汎用的な
技能 

美容分野の最先端にある新しく複雑な抽象概念や課題

を、批判的に分析・評価して、総合的に対応する技能。ま

た、既存の概念や実務の高度化を図る技能 

 

専門実践
技能 

独創的かつ革新的な美容サービスの研究・創造  

付加価値が高い美容サービスの開発・マネジメント技能  

ビューティビジネスの諸領域と他領域の学際的研究とその成

果の実現 

 

組織的な研究活動の実践  
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対人技能 美容分野、美容関連分野における有力な業界団体のリー

ダーとの交流 

 

分析技能 研究・実務活動の質を高めるために、既存の手法／方法

論を利用／選択／改善する、あるいは適切な新しい手法

／方法論を開発 

 

美容サロンの経営分析などにおいて、数値データや図表デー

タの批判的評価 

 

管理・指
導技能 

美容サロンの短期、中長期経営計画の立案  

美容サロン経営の適切な PDCA サイクルの実践  

組織的倫理対応のリーダーシップ  

自律性と
責任感 

自分自身の仕事について、全面的に責任を負う責任感  

必要に応じて、所属する組織の運営管理全般に対する説

明の責任感 

 

生涯学習に対する知見と、新しいアイディア、解決策、シス

テムの開発・融合 

 

倫理観と
プロ意識 

組織的倫理対応のリーダーシップ  

倫理上、職業上の新たな課題を見いだし、その複雑さや、

美容分野における研究の進展や社会全体への影響の明確

化 

 

社会的、技術的、経済的発展に美容師の立場から貢献  

 

 

3-2 ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種 

 

 ゲーム・CG 分野においては、人材特性「自律性と責任感」の中の「業務の遅れに関す

る報告責任」が、昨年度はレベル 5とレベル 4に定義されていたが、本年度はレベル 5か

ら削除され、レベル 4のみに定義される変更があった。また、レベル 4では人材特性「汎

用的な技能」から「技能者育成における指導経験」が削除された。 

 

表 3-7 「ゲーム・CG分野－ゲームクリエイター職種」レベル 4の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

情報処理の基礎  

ゲーム制作概論  
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プログラミング概論  

２D・３D の描画理論  

ゲームエンジンの制作手法  

色彩・質感の知識  

チーム制作作業の進め方  

ゲーム業界知識  

汎用的な
技能 

ビジネス文書作成スキル  

企画発想力・構成力  

 
「技能者育成における指導経験」削除 

専門実践
技能 

C 言語プログラミング  

C++とオブジェクト指向プログラミング  

２D・３D ゲームプログラミングと描画理論  

シェーダープログラミング技術  

ゲーム数学  

レベルデザイン  

ゲーム仕様書作成  

チュートリアル制作  

２D・３D デザインツールの操作  

基礎画力・観察力・構成力・描写力  

UI/UX デザイン  

対人技能 自分のアイデアをプレゼンする能力  

自分の作品をプレゼンする能力  
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分析技能 教えられた知識を正しく分析できる能力  

管理・指
導技能 

チーム制作での役割理解  

３分野（プログラム・企画・CG）での制作進行

に必要な行動 

 

自律性と
責任感 

指示された範囲の業務に対する責任  

業務の遅れに関する報告責任  

倫理観と
プロ意識 

指示された技術の習得の正しい理解に対する心

掛け  

 

表 3-8 「ゲーム・CG分野－ゲームクリエイター職種」レベル 5の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

プログラムに必要な数学・物理  

ゲーム個人制作  

モバイルゲームアプリ制作知識  

企画書個人制作  

CG 個人制作（ポートフォリオ制作）  

汎用的な
技能 

制作スケジュールの立案  

自己作品のアピールのためのプレゼンテーション能

力 

 

企画提案力  

企画修正力  

専門実践
技能 

ゲーム物理（リアル表現）  

描画エンジン制作  

ゲーム AI 技術とアルゴリズム  

サウンドエフェクト、３D サウンド  

モバイルゲーム開発技術  
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オンラインゲーム制作技術  

質感表現能力（シェーダー・テクスチャ・ライティン

グ） 

 

３D スカルプトモデリング技術  

企画会議シミュレーション  

ゲームエンジンプログラミング（企画）  

ドキュメントレイアウト  

対人技能 論理的伝達技法  

作品プレゼンからの改善  

ディスカッション技法  

チームメンバーの意見・考えの尊重  

分析技能 使用している技術を正しく理解し説明ができる能

力  

管理・指
導技能 

チーム制作メンバーの役割を理解した行動  

チーム制作でのコミュニケーション、問題解決技

能 

 

コミュニケーションツールの活用  

自律性と
責任感 

指定された技術を使用し、業務を遂行する責任  

  「業務の遅れに関する報告責任」削除 

倫理観と
プロ意識 

業務に必要な技術の習得に対する意識 
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表 3-9 「ゲーム・CG分野－ゲームクリエイター職種」レベル 6の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

ゲームチーム制作マネジメントとディレクション  

プロジェクトリーダーとしての役割  

ゲームマーケティング  

法的知見  

汎用的な
技能 

開発におけるコストの計算技能  

専門実践
技能 

最先端技術のプログラミング  

実機でのアプリ制作  

ノードベースプログラミング（企画）  

ゲームプランナーゼミ  

デモリール作成  

ポートフォリオ完成  

ゲームエンジン CG 表現  

対人技能 職種・学年・他団体を超えた協働と連携  

分析技能 プロジェクトが正確に進められるかどうか分析する

能力 

 

管理・指
導技能 

進捗管理、リソースと仕様のバランス管理  

制作進行管理  

一般的な法的理解  

自律性と
責任感 

業務に必要な技術の選別に関する正当性の説

明責任 

 

開発を最後まで導く責任  

倫理観と
プロ意識 

業務に必要な技術の正しい選択に関する意識  
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表 3-10 「ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種」レベル 7 の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

先端技術と五感制御の理解  

ゲームデザインの研究と論文発表  

ゲーム制作における体系的学術研究  

チーム、個人のゲーム制作における学術的指導

経験 

 

ゲームデザインの学術的体系化  

ワールドワイドにおける法的知見  

汎用的な
技能 

先端技術に精通し開発もする技能  

技術を、体系化し、まとめる技能  

専門実践
技能 

高度な専門知識に基づく技能  

業務に必要な技術を正しく選択する技能  

対人技能 業務内容の迅速かつ的確な説明能力  

チーム内の問題解決能力  

分析技能 技術を解析できる知識を適用する能力  

先端技術を独自に研究、開発する能力  

管理・指
導技能 

部下を指導する能力  

業務をスケジュール内に進める技能  

部下の育成  

技術へのセキュリティ管理と法的理解  

自律性と
責任感 

先端の専門知識を学習する責任  

使用する技術にかかる、時間を正しく把握する責

任 

 

倫理観と
プロ意識 

先端技術の管理  



19 

 

技術への正しい評価  

 

表 3-11 「ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種」レベル 8 の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

先端技術の理解と、五感制御の理解の応用研

究 

 

ゲームデザインの検証研究と成果発表  

一般普及における訴求力の知識と実証検証結

果 

 

発想における特殊性の学術体系化  

ハイプ・サイクルへの理解  

汎用的な
技能 

他業種を含めた情報の収集技能  

先端技術のサイクルを理解し、次の技術を正しく

予測できる技能 

 

技術を分析し、広く使えるようにする技能  

専門実践
技能 

高度な専門知識を使い業務上の課題を解決に

導く技能 

 

将来必要な技術を予測し先行して開発する技

能 

 

対人技能 他業種を含めた交渉、調整能力  

技術を体系化し理解しやすい形にまとめる資料

作成技能 

 

情報を広める場の設定と運営  

分析技能 最先端技術を正確に理解できる知識を適用す

る能力 

 

先端技術のハイプ・サイクルを理解した、予測、

分析能力 

 

管理・指
導技能 

開発における課題を発見する能力  

ナラティブ理論を応用した開発における組織管理  

自律性と
責任感 

最先端技術を学習する責任  

技術を汎用化させる為の枠組み構築  
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開発した技術を運営し持続させることへの関与  

倫理観と
プロ意識 

最先端技術の運営と維持への関与  

広い層に対しての技術の応用例の提示  

 

 

3-3 動物分野－認定動物看護師職種 

 

 動物分野においては、レベル 6 では一部の項目が昨年度定義されたレベル 5 の内容に変

更されている。レベル 5でも一部の項目が昨年度定義されたレベル 4 の内容に変更されて

いる。そのほか、人材特性「対人技能」のレベル 5 から「異業種の方とのコミュニケーシ

ョン」が削除され、レベル 6に移動した。また、レベル 4では多くの項目が昨年度定義さ

れたレベル 3 の内容に変更されている。 

 

表 3-12 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 4の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

動物形態機能学 昨年度はレベル 4、レベル 3 にあったが統合 

詳細記述は削除 

動物医療関連法規 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

公衆衛生 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物病理 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物臨床検査 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物臨床栄養 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

伴侶動物 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物看護学概論 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物感染症 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物薬理 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物飼育（動物内科看護） 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物外科 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 
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動物繁殖 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物福祉 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物行動 詳細記述は削除 

人間動物関係 詳細記述は削除 

産業動物・実験動物・野生動

物 

詳細記述は削除 

ターミナルケア 詳細記述は削除 

安楽死 詳細記述は削除 

汎用的な
技能 

IT という言葉の認知 昨年度はレベル 4、レベル 3 にあったが統合 

詳細記述は削除 

会計学の基礎技能  

基本的な情報収集・分析技能  

基本的な情報発信技能  

語学力（英語、中国語など） 中国語追加。 

詳細記述は削除 

専門実践
技能 

動物形態機能学実習技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

顕微鏡操作 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物臨床検査実習技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物内科看護実習技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物外科看護実習技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物の臨床看護に必要な基本

的知識に基づいた技能 

変更 

機能障害を持つ動物に対する

看護技能、評価・介入方法の

技能  

 

術前・後管理技能 詳細記述は削除 

グルーミング技能 詳細記述は削除 

トレーニング技能 詳細記述は削除 
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バイタルチェック 詳細記述は削除 

対人技能 グリーフケア技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

社会人としての基礎的なコミュニ

ケーション技能  

昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

接遇とホスピタリティの技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

クライアントエジュケーション 詳細記述は削除 

院内基本コミュニケーション 詳細記述は削除 

分析技能 QOL の理解に基づく分析技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

観察技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

情報の記録技能 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

動物看護過程の展開技能 詳細記述は削除 

動物看護記録技能 詳細記述は削除 

管理・指
導技能 

プレゼンテーションの初歩的技能 昨年度はレベル 4、レベル 3 にあったが統合 

詳細記述は削除 

研究発表の基本的技能 詳細記述は削除 

自律性と
責任感 

体験型動物看護総合実習にお

ける自律性と責任感 

昨年度はレベル 4、レベル 3 にあったが統合 

詳細記述は削除 

ボランティア活動体験 昨年度はレベル 4、レベル 3 にあったが統合 

詳細記述は削除 

社会人としての義務の認識 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

成人としての義務の認識 昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 

情報収集方法に関する基本的

認識 

昨年度はレベル 3 

 

他者との交話方法に関する基

本的認識 

昨年度はレベル 3 

 

チーム獣医療に対する認識 詳細記述は削除 

倫理観と
プロ意識 

「動物看護職の倫理綱領」に対

する認識 

昨年度はレベル 4、レベル 3 にあったが統合 

詳細記述は削除昨 

アニマルウエルフェアに対する認

識 

昨年度はレベル 3 

 詳細記述は削除 
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獣医療倫理に対する認識 詳細記述は削除 

「地球は一つ・ワンヘルスに関わ

る福岡宣言」に対する認識 

詳細記述は削除 

 

表 3-13 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 5の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

疾患種類、対象動物の性質  

飼い主の権利  

獣医師の診断結果と看護にお

ける問題点に対する理解 

 

院外連携  

臨床における疑問・不確実な知

識・技術の追求と研鑽 

 

汎用的な
技能 

成果のとりまとめ技能  

研究の基礎知識を蓄積する技

能 

表現の変更 

文献活動、研究発表のための

技能 

 

専門実践
技能 

動物看護に関する基本的な活

動の記録 

表現の変更 

基準・手順に沿った安全な動物

看護 

 

安全管理・感染予防・防災対

策 

 

対人技能 インフォームドコンセント  

自分の考えを他者に伝える技能  

対象者や他人の意見・考えの

尊重 

 

報告・連絡・相談の技能  

分析技能 日々の臨床事例の振り返り、課

題の明確化 

 

実症例の動物看護過程の展開

と活用 

新設 

管理・指導
技能 

組織の理念・方針をよく理解し

た管理・指導 
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組織メンバーの役割を理解した

行動 

 

臨床実習の指導 表現の変更 

プレゼンテーション応用技能 新設 

自律性と
責任感 

ボランティア活動の指導 新設 

実務型動物看護総合実習にお

ける自律性と責任感 

新設 

倫理観とプ
ロ意識 

「動物看護職の倫理綱領」の遵

守 

表現の変更 

個人の尊厳やプライバシーへの

配慮 

 

動物福祉への配慮  

守秘義務への理解 昨年度はレベル 4・レベル 3 

 詳細記述は削除 

動物看護倫理 新設 

 

表 3-14 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 6の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

対象動物の QOL  

重篤化回避の方法  

回復支援のリハ看護方法  

汎用的な
技能 

臨床現場において研究的視点

を持つために必要な技能 

表現の変更 

研究のプロセスを進めるための技

能 

表現の変更 

学会等で研究発表を行うための

技能 

表現の変更 

職能団体の社会的意義を理解

した活動技能 

昨年度はレベル 5 にもあった 

院内における諸課題の把握・解

決・共有技能 

表現の変更 

種々の報告書作成技能  

社会との連携や職能団体の活

動に参加するための技能 

昨年度はレベル 5 
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社会人としての基礎力技能 昨年度はレベル 5 

専門実践
技能 

QOL向上を目指した動物看護  

安全な動物看護  

動物看護の実践介入・評価  

急変時対応  

対人技能 退院支援・退院後支援に関す

る飼主への指導・助言 

 

院内における人間関係の認識  

多職種との協業・連携や異業

種の方とのコミュニケーション 

昨年度はレベル 6、レベル 5 にあったが統合 

 詳細記述は削除 

分析技能 アセスメントや看護計画立案の

実施と指導 

 

管理・指導
技能 

後輩や実習生に対する支援 昨年度はレベル 6、レベル 5 にあったが統合 

院内学習計画の立案  

院内資源（人・物・予算・情

報）の有効活用を目指した調

整  

 

自律性と
責任感 

動物看護師間のリーダーシップ  

社会人また獣医療人としての自

覚 

昨年度はレベル 5 

組織の一員としての責任感 昨年度はレベル 5 

ジョブアンカー 昨年度はレベル 5 

倫理観とプ
ロ意識 

「動物看護職の倫理綱領」への

配慮 

 

倫理的完成を高める中で、対

象者への共感的理解と対応  

 

 

表 3-15 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 7の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

獣医療最新動向  

感染予防管理  
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防災管理  

他職能団体・学術団体の活動

に対する理解 

 

汎用的な
技能 

獣医療安全管理技能  

院内外での研修会における講

師や助手をつとめる技能 

 

学会等における研究成果発表

（効果的プレゼンテーション）の

技能 

 

専門実践
技能 

動物看護の実践モデル  

獣医師との連携による動物看護

の質向上、専門性向上活動 

 

対人技能 対象者およびその家族との信頼

関係の構築 

 

院内スタッフのコミュニケーション

能力育成の醸成 

 

地域関係者、学界関係者との

積極的交流 

 

組織的な研究活動の推進  

分析技能 短期・中長期計画の理解 
 

院内チームの教育企画運営  

院外組織の業務改善  

管理・指
導技能 

OJT を通した臨床実習指導  

学習・研究成果の伝達と活用  

スタッフの研究能力向上支援  

自律性と
責任感 

社会情勢の変化に対する関心  

所属組織の目標達成に向けた

主体的行動 

 

院内・チームでのリーダーシップ  

自己のキャリアアンカーの認識  

倫理観と
プロ意識 

院内・チームのビジョン  
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倫理的および獣医療安全上の

諸問題の対応 

 

トラブルに関する道徳的、倫理

的見解をもった対応 

 

倫理的完成（後輩の模範）  

 

表 3-16 「動物分野－認定動物看護師職種」レベル 8の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

職能団体・学術団体等の活動

に対する協力、社会的貢献 

 

汎用的な
技能 

経営マネジメントの技能  

業界発展に寄与するための技

能 

 

専門実践
技能 

獣医療動向、社会ニーズを踏ま

えた院内・組織運営 

 

専門実践技能の能力開発  

対人技能 各研修会等における座長  

分析技能 短期・中長期計画立案・運営  

管理・指
導技能 

専門領域の実践・指導力の向

上 

 

自律性と
責任感 

業界の目標達成の向けた主体

的行動 

 

業界におけるリーダーシップ  

倫理観と
プロ意識 

関連業界のビジョン確立  

 

 

3-4 土木・建築分野－土木施工管理職種 

 

 土木・建築分野においては、レベル 8からレベル 3の各レベルに、昨年度定義された内

容に新たに追加される項目が多かった。その中でも、対象のレベルに相当する職種が追加

された点と、外国語に関する内容が追加された点が特徴的である。 
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表 3-17 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 3の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

土木技術に対する基礎的な知見  

汎用的な
技能 

高等学校学習指導要綱に基づく十分な学
力・能力 

記述を分けた 

専門分野の知識修得に対し意欲旺盛 記述を分けた 

専門実践
技能 

建設に対する興味  

基礎科学（数学・物理・化学）が得意  

教師の監督のもと、適切な情報や手法を使
って問題を解決する能力 

 

対人技能 団体活動、チーム活動の中において主導的
な役割経験 

 

外国語にての初歩的な日常の会話 新設 

分析技能 物事の事象に対する論理的な思考能力  

ＩＴツールを利用・活用する能力 新設 

管理・指
導技能 

豊かな表現力  

解決すべき問題を先延ばししない精神  

自主的な学習に対する成果・成績について
真摯に向き合う姿勢 

新設 

自律性と
責任感 

社会人としての一般知識、基礎力・マナー  

倫理観と
プロ意識 

相手の話を良く聞き、理解し、正確に伝える
能力 

記述を分けた 

素早く記録にとどめることができる能力 記述を分けた 

環境問題について関心があり、何らかの関り
を持った経験 

新設 

 

表 3-18 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 4の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

技術士補  

測量士補  
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専門資格取得に向け「各種専門科目」を修
学 

新設 

 「各種作業主任者資格」削除 

汎用的な
技能 

基礎科学（数学・物理・化学）の活用  

職業理解能力、役割把握・認識能力、計
画実行能力の発揮 

 

専門実践
技能 

ＣＡＤ等での製図 表現の変更 

図面を見て数量を計算 表現の変更 

労働安全衛生法及び同規則の理解  

対人技能 的確な報告・連絡・相談  

単独またはチームメンバーの一員として、管理
者や同僚・部下と効果的な交流 

新設 

外国語にての日常の会話 新設 

分析技能 情報の収集能力があり、的確な観察力・洞
察力 

 

数値・図表・画像データを活用する能力 新設 

管理・指
導技能 

上司等よりの指示、指導を受け、広い視点
のもと考え方の幅や創造力を養い、技術者と
しての学知を十分蓄積する能力  

 

各種チームのまとめ及び管理を担う能力 新設 

自律性と
責任感 

指導を受け、責任感と自主性をもって、仕事
及び専門知識の習得に専念 

 

地元・地域社会づくりに対し、積極的に参加 新設 

倫理観と
プロ意識 

常に専門技術の力量並びに技術と社会が
接する領域の知識を有する 

記述を分けた 

倫理的な行動 記述を分けた 

 

表 3-19 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 5の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

2 級土木施工管理技士(学科試験合格) 新設 

2 級造園施工管理技士(学科試験合格) (学科試験合格)を追加 
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2 級管工事施工管理技士(学科試験合
格) 

(学科試験合格)を追加 

2 級電気工事施工管理技士(学科試験合
格) 

(学科試験合格)を追加 

 「測量士」削除 

 「コンクリート技士」削除 

 「2 級土木技術者」削除 

 「2 級舗装施工管理技士」削除 

 「2 級建設機械施工技士」削除 

汎用的な
技能 

専門知識、一般常識、社会人としての基礎
的能力（話す・聞く・書く） 

 

スキルアップに関わる各種資格取得に向け、
前向きに取り組む姿勢 

 

専門実践
技能 

労働安全衛生法及び同規則に関し、指導・
教育することができる能力 

表現の変更 

施工計画書の立案・指示・作成  

建設業法の理解  

対人技能 伝える能力・受け取る能力（コミュニケーショ
ン能力） 

記述を分けた 

周囲から信頼される人柄 記述を分けた 

外国語にての会話、文書作成能力 新設 

分析技能 出来形管理・工程管理・安全管理をはじ
め、一通りの現場管理に関する理解度 

 

ＩＴツールやメディアを使いこなすことができる
能力 

新設 

管理・指
導技能 

部下に指示する立場、及び管理者としての
責任 

記述の追加 

リーダーとして、チーム内の意見をまとめ、的確
な判断・指示を下す能力 

表現の変更 

自律性と
責任感 

自己の専門的能力の向上を図り、学理・工
法の研究に励み、技術の発展に貢献 

 

外国の多様な異文化の中においても、仕事
や学習を行う能力 

新設 

倫理観と
プロ意識 

業務上知り得た秘密を、正当な理由無く他
に漏らしたり、転用したりしない倫理観 
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地域や社会において、持続可能な社会を創
るための貢献 

新設 

 

表 3-20 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 6の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

コンクリート主任技士  

1 級土木技術者  

1 級土木施工管理技士 新設 

1 級舗装施工管理技術者  

1 級造園施工管理技士  

1 級管工事施工管理技士  

1 級建設機械施工技士  

1 級電気工事施工管理技士  

汎用的な
技能 

計画力、創造力、課題発見能力  

ビジネスマナー  

語学力  

専門実践
技能 

現場の安全・工程・品質・原価を全て理解
し、管理する能力 

 

予算書の作成・管理する能力  

対人技能 マナー、協調性があり顧客はもとより、あらゆ
る人に対して常に好印象 

 

専門知識のもと、問題点や自らの考えを正
確に、理路整然と伝えることができる能力 

新設 

分析技能 トレードオフ問題に対し、分析し検討をするこ
とができ、合理的な提案ができる能力 

 

管理・指
導技能 

部下を指導する立場  

経験豊富で人格があり、部下に模範を示す
能力 

 

自主的に仕事をし、各種業務管理における
リーダーシップとプロ意識 
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自律性と
責任感 

専門分野のプロとして、しっかりと説明責任を
果たすことができる能力 

記述を分けた 

法令･規則、マナーを遵守し、リスク管理能
力を発揮 

記述を分けた 

倫理観と
プロ意識 

業務の対象となる地域の法規･条令を遵守
し、文化的価値を尊重 

 

多様な環境・実務の中で倫理観を厳守する
とともに、専門家としての行動ができる能力 

新設 

 

表 3-21 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 7の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

建設業法に関わる監理技術者または同、専
任技術者を 10 年以上歴任 

 

学会、協会等に学術論文を発表すること
や、技術論文を投稿 

 

技術士（各部門） 新設 

上級土木技術者 新設 

環境計量士 新設 

コンクリート診断士 新設 

汎用的な
技能 

洞察力、応用力、独創性  

主体性・実行力、創造力  

規律良く他の意見に対し真摯に傾聴し、協
調性発揮 

 

専門実践
技能 

大規模現場の監理技術者歴任 表現の変更 

複数現場を統括管理  

高度な技術的業務  

外国語を使用しての仕事や高度な学習能
力 

新設 

対人技能 折衝能力、交渉能力、説得能力  

内･外関係者に対する信頼度 新設 

最低一つの外国語を使い、仕事・学習に活
用 

新設 
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分析技能 的確な情報収集、分析そして判断、さらに
意志決定する能力 

表現の変更 

数学的、定量･定性的な手法を駆使し、分
析･評価する技術 

新設 

管理・指
導技能 

部下の指導・監督する立場  

明確な現場方針を持ち、多様な関係者の
利害等を調整しまとめる能力 

 

チーム、部署内業務などの企画・監督・管理
において、責任を持つ立場 

新設 

自律性と
責任感 

公益を最優先した職業倫理のもと自主性・
主体性、さらに責任感を持って行動する能
力  

 

倫理観と
プロ意識 

自然を尊重し、安全と福祉、健康に対する
責任を最優先 

記述を分けた 

地球環境の保全と関連技術の活用 記述を分けた 

国際的視野に立った専門的立場で貢献 新設 

 

表 3-22 「土木・建築分野－土木施工管理職種」レベル 8の学修成果指標 

人材特性 項目 昨年度の項目との違い 

知識と理
解 

豊富な実務経験と広汎な見識 記述を分けた 

責任ある立場 記述を分けた 

土木建築分野のみならず、社会に貢献する
立場にあり、成果を創出 

 

技術士(総合技術監理部門) 新設 

特別上級土木技術者 新設 

汎用的な
技能 

幅広い知識と、専門性  

情報収集力、コミュニケーション力、実行力、
問題解決能力 

 

高度な研究手法・解析手法・技法を独力で
用い、新しい問題や課題を解決し、新しい知
見・理論を生み出す能力 

新設 

専門実践
技能 

高度な専門知識、発揮する能力  

複数の分野で高度な専門的研究･設計や
実施・改善する能力 

新設 

対人技能 知識力、論理力、自己表現力のバランス 記述を分けた 
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内･外関係者に対し信頼関係を築く力 記述を分けた 

専門的な知見を理路整然と伝える能力 新設 

分析技能 豊富な経験・専門知識の基、技術の最新
情報に精通 

記述を分けた 

社会に対し多面的に貢献できる能力 記述を分けた 

管理・指
導技能 

各工種の専門的技術について高度な指導
的能力 

記述を分けた 

部下を育成 記述を分けた 

専門家レベルの観点から、社会･文化に貢
献 

新設 

自律性と
責任感 

リーダーシップを取る能力 記述を分けた 

プロ意識及び全面的な責任感 記述を分けた 

倫理観と
プロ意識 

品位の向上、技術の研鑽 記述を分けた 

国際的な視野、公正・誠実な行動規範 記述を分けた 
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4 学修成果情報共有システム 

 

4-1 学修成果情報共有システムの概要 

 本事業では、産業界、専門職高等教育機関、高等学校が、それぞれに所属する人材の情

報を共有するシステムについて、図 4-1のようなイメージを抱いている。すなわち、この

システムは、 

よい人材を獲得したい産業界、 

産業界が必要とする人材を育成しようとする専門職高等教育機関、 

よい教育機関に人材を送り出したい高等学校、 

これらが、「資格枠組のレベル定義（レベルディスクリプター：LD）」にしたがった共通の

尺度で学修成果を測定し、その結果を共有することによって、互いにメリットをもたらす

ことを目指している。 

 この仕組みの実現に向けて、「資格枠組のレベル定義」という共通の尺度を参照するこ

とを前提として、システムに対する産業界と専門学校との間のニーズを詳細にとらえる

ための調査を実施した。 

 

図 4-1 学修成果情報共有システムのイメージ 
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なお、図中の表内にある「知」「汎」「専」…「倫」と 1 字で書いてあるものは、学

修成果指標の 8 つの人材特性で、それぞれが表すものは、表 4-1 のとおりである。ま

た、「DP」「CP」「AP」は、教育機関における 3 つのポリシーで、それぞれが表すもの

は、表 4-2 のとおりである。 

 

表 4-1 図中の略号 

知 知識と理解 

汎 汎用的技能 

専 専門実践技能 

対 対人技能 

分 分析技能 

管 管理・指導技能 

責 自律性と責任感 

倫 倫理観とプロ意識 

 

表 4-2 図中の略号 

DP Diploma Policy 

(ディプロマ・ ポリシー) 

卒業認定・学位授与の方針。 

教育理念に基づき，どのような力を身に付けた

者に卒 業を認定し，学位を授与するのかを定

める基本的な方針であり，学生の学修成 果の

目標ともなるもの。 

CP Curriculum Policy 

(カリキュラム・ ポリシー) 

教育課程編成・実施の方針。 

ディプロマ・ポリシーの達成のために，どのよ

うな教育課程を編成し，どのような教育内容・

方法を実施し，学修成果をどのように評価する

のかを定める基 本的な方針。 

AP Admission Policy 

(アドミッション・ ポリシー) 

入学者受け入れ方針。 

教育理念，ディプロマ・ポリシー，カリキュラ

ム・ポ リシーに基づく教育内容等を踏まえ，ど

のように入学者を受け入れるかを定める基本

的な方針であり，受け入れる学生に求める学習

成果を示すもの。 
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4-2 学修成果情報共有システムに対するニーズ調査 

 

学修成果情報共有システムの実現に向けて、「資格枠組のレベル定義」という共通の尺

度を参照することを前提として、システムに対する産業界と専門学校との間のニーズを詳

細にとらえるための調査を実施した。 

 調査は 85の専門学校、193 の企業に実施し、それぞれ 23 校、28社からの回答を得るこ

とができた。対象としたのは「美容分野」、「ゲーム・CG分野」、「動物分野」、「土木・建

築分野」の 4 分野である。各分野の内訳と、生徒数・従業員数の規模は、次の図 4-2 のと

おりである。 

 

＜専門学校＞ ＜企  業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 アンケート回答者概要 

 

  

美容分野

4校

ゲーム・CG分野

6校
動物分野

5校

土木・建築分野

8校

分野別回答数

美容分

野, 6社

ゲーム・

CG分野, 

8社

動物分野, 

7社

土木・建築分野, 

6社

分野別回答数

100人未満

5

100人以上

200人未

満, 5
200人以上500人未満, 

6

500人以上

1000人未

満, 1

1000人以上, 

6

学生数（全校）

5人未満, 1

5人以上20人未

満, 5

20人以上50人未

満, 750人以上100人未満, 

6

100人以上500

人未満, 6

500人以上, 

2

従業員数
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 今回の学修成果情報共有システムに対するニーズ調査では、次の項目について調査を行

った。 

1. 人材特性 

2. 学修成果のエビデンス 

3. 学修成果情報共有システム 

4. 学修成果情報共有システムのセキュリティ 

5. 学修成果情報共有システムに期待すること 

6. コメント 

 

 なお、今回のニーズ調査では、専門学校が目標とするもの、提供できるものと、企業が

求めるもの、必要とするものが、どの程度マッチングしているのかという点にも着目して

調査した。 

 

 

4-2-1 人材特性について 

 

 ニーズ調査実施時に配布した分野別「学修成果指標」の、人材特性ごとに 8 段階で定義

されたレベルを踏まえ、専門学校には「卒業時に目標とするレベル」を、企業には「採用

時に求めるレベル」を、人材特性別に調査した。 
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図 4-3 人材特性別のレベル 

 

 図 4-3において、専門学校が卒業時に目標とするレベルは、レベル 4～8までの 5段階

のうち、レベル 4～6の回答があった。また、回答数で見ると、レベル 5が最も多く、続

いてレベル 4、レベル 6の順となっている。 

 一方、企業が採用時に求めるレベルは、レベル 4～8までの回答があった。回答数で

は、レベル 4 が最も多く、続いてレベル 5、レベル 6、レベル 7 とレベル 8の順となっ

た。 

 各人材特性について、専門学校が卒業時に目標とするレベルと、企業が採用時に求める

レベルがどの程度マッチングしているのかを比較したのが、図 4-4である。 

 

  

人材特性 
レベル

4 

レベル

5 

レベル

6 

レベル

7 

レベル

8 

知識と理解 6 15 2   

汎用的技能 6 17    

専門実践技能 9 12 2   

対人技能 6 13 4   

分析技能 9 11 3   

管理・指導技能 11 9 3   

自律性と責任感 9 12 2   

倫理観・プロ意識 7 12 4   

人材特性 
レベル

4 

レベル

5 

レベル

6 

レベル

7 

レベル

8 

知識と理解 17 8 2   

汎用的技能 14 12 1   

専門実践技能 17 6 4   

対人技能 15 8 2 1 1 

分析技能 13 11 3   

管理・指導技能 17 9 1   

自律性と責任感 14 8 5   

倫理観・プロ意識 13 10 4   

卒業時に目標とするレベル 採用時に求めるレベル

■レベル 4 

■レベル 5 

■レベル 5 

■レベル 4 
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図 4-4 卒業レベル(専門学校)と求めるレベル(企業)の比較  
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 全体的に、企業が採用時に求めるレベルより、専門学校が卒業時に目標としているレベ

ルの方が高い傾向がみられた。 

 

 次に、4 つの職業分野（美容、ゲーム・CG、動物、土木・建築）について、回答数の多

かったレベル 4とレベル 5 を比較した。 

 

◆美容分野 

表 4-3 職業分野別の特性レベル（美容分野） 

美容分野 
レベル 4 レベル 5 

専門学校 企業 専門学校 企業 

知識と理解 2  5  2  0  

汎用的技能 2  4  2  2  

専門実践技能 3  4  1  1  

対人技能 2  3  2  1  

分析技能 3  3  1  2  

管理・指導技能 3  5  1  1  

自律性と責任感 2  3  2  2  

倫理観・プロ意識 2  3  2  1  

※表内の数値は、回答数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-5 職業分野別の特性レベル（美容分野） 

 

 美容分野では、専門学校、企業とも、レベル 4 が多い。 
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6

美容（レベル4）

専門学校 企業
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6

美容（レベル5）

専門学校 企業
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◆ゲーム・CG 分野 

表 4-4 職業分野別の特性レベル（ゲーム・CG分野） 

ゲーム・CG分野 
レベル 4 レベル 5 

専門学校 企業 専門学校 企業 

知識と理解 0  2  4  6  

汎用的技能 1  2  5  6  

専門実践技能 2  4  2  3  

対人技能 1  2  1  6  

分析技能 0  1  3  6  

管理・指導技能 1  2  2  5  

自律性と責任感 1  2  3  4  

倫理観・プロ意識 1  1  3  6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-6 職業分野別の特性レベル（ゲーム・CG分野） 

 

 ゲーム・CG 分野では、専門学校、企業ともレベル 5が多い。 

 

◆動物分野 

表 4-5 職業分野別の特性レベル（動物分野） 

動物分野 
レベル 4 レベル 5 

専門学校 企業 専門学校 企業 

知識と理解 2  4  3  2  

汎用的技能 2  4  3  2  

専門実践技能 0  3  5  2  

対人技能 0  4  5  1  

分析技能 2  3  3  3  

管理・指導技能 3  4  2  3  

自律性と責任感 2  4  3  1  

倫理観・プロ意識 0  4  3  2  
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専門学校 企業
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ゲーム・CG（レベル5）
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43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7 職業分野別の特性レベル（動物分野） 

 

 動物分野では、専門学校はレベル 5、企業はレベル 4が多い。 

 

◆土木・建築分野 

表 4-6 職業分野別の特性レベル（土木・建築分野） 

土木・建築分野 
レベル 4 レベル 5 

専門学校 企業 専門学校 企業 

知識と理解 2 6 6 0 

汎用的技能 1 4 7 2 

専門実践技能 4 6 4 0 

対人技能 3 6 5 0 

分析技能 4 6 4 0 

管理・指導技能 4 6 4 0 

自律性と責任感 4 5 4 1 

倫理観・プロ意識 4 5 4 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-8 職業分野別の特性レベル（土木・建築分野） 
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 土木・建築分野では、専門学校はレベル 5、企業はレベル 4 が多い。 

 

4-2-2 学修成果のエビデンスについて 

 8 つの人材特性の項目について、学修成果がそのレベルにある証拠(エビデンス)につい

て、専門学校には提供できるもの、企業には求めるものについて調査を行った。回答は複

数選択可としている。 

 

 専門学校が提供できるエビデンスと、企業が求めるエビデンスについて、8 つの人材特

性別に比較してみたのが下図である。 

 

【知識と理解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【汎用的技能】 
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【専門実践技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対人技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析技能】 
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【管理・指導技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自律性と責任感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【倫理観・プロ意識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-9 学修成果のエビデンス 提供できるもの(専門学校)、求めるもの(企業)  
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 今回の調査では、専門学校と企業のエビデンスに対する回答は、各特性のグラフに表れ

ているように、さほど大きな差はないことが確認できた。 

 対人技能のエビデンスについては、企業の回答の「その他」として、性格診断テスト等

をもとに自己を客観視した記述、面接、実習が挙げられており、少々「その他」の割合が

大きくなっている。同様に、管理・指導技能、倫理観・プロ意識についても、「その他」

として採用時の面接が挙げられているため、「その他」の比率が多めになっている。 

 その他として挙げられたエビデンスは、以下のとおりである。 

 

表 4-7 その他のエビデンス 

知識と理解 
企業  － 

専門学校 課題（問題発見課題解決型）・プロジェクトの成果物 

汎用的技能 
企業 小論文（採用検討時の課題としています） 

専門学校 課題（問題発見課題解決型）・プロジェクトなどの取り組みや成果物 

専門実践技能 

企業 実習 

専門学校 
防災・避難訓練 

授業や学校生活などの取り組みや成果物 

対人技能 
企業 

性格診断テスト等をもとに自己を客観視した記述 

面接 

実習 

専門学校 授業や学校生活(部活、委員会含む)および学外活動などの取り組み 

分析技能 
企業 小論文（採用検討時の課題としています） 

専門学校 授業や学校生活などの取り組みや成果物 

管理・指導技能 
企業 

面接で判断しています 

自己管理、遅刻や欠席等 

専門学校 授業や学校生活などの取り組みや成果物 

自律性と責任感 

企業 
小論文 

面接 

専門学校 
クラス活動 

授業や学校生活などの取り組みや成果物 

倫理観・プロ意識 

企業 

作文、論文等、本人が書いたもの 

小論文・履歴書に記載するような職業意識 

面接で判断しています 

課外活動 

面接 

専門学校 

ビューティショー 

授業や学校生活などの取り組みや成果物 

現場見学レポート 
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4-2-3 学修成果情報共有システムについて 

 学修成果情報共有システムのようなシステムがあった場合、専門学校には進路指導や学

生の学修成果の記録などに利用したいか、企業には専門学校生の採用時に利用したいかを

調査したところ、図 4-10 のような回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-10 学修成果情報共有システムの利用 

 

 「ぜひ使ってみたい」「使ってみたい」という回答が、専門学校では 6割、企業から

は、7 割近くあった。 

 その他、専門学校から「使ってみたいが現時点では分からない」という意見も寄せられ

た。「分からない」という理由について調査・分析し、学修成果情報共有システムへの理解

を深めていくことが今後の課題である。 
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ぜひ使って

みたい

15%

使ってみたい

52%

どちらともいえ

ない

29%

使いたくない

4%

学修成果情報共有システムの利用
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4-2-4 学習成果情報共有システムのセキュリティについて 

 プライバシー保護の観点、また技術的観点から、セキュリティに関して寄せられた意見

は次のとおりである。 

 

⚫ セキュリティは万全の対策をお願いしたい 

⚫ 不正アクセスにより情報改ざん等があってはならないので高いセキュリティを希望

する 

⚫ 成績表（成績証明書）や履歴書などの情報は共有システム上には載せにくいのでは

ないか 

⚫ 不正アクセス(アクセス権を含む)、情報漏洩に関する制御が必要 

⚫ 学修成果のエビデンスに「成績表」を提示したほうが良いかと考えたが、プライバ

シーの観点に不安がある 

⚫ これを企業に提出する場合には改ざんが容易にできないような対策が必要と考え

る。 

⚫ 教育機関からこのデータが持ち出される際には学校、本人、企業以外は閲覧できな

い資料とするべきである 

⚫ 個人情報保護の観点から、管理を徹底してほしい 

⚫ 個人の評価が漏出しないシステムが必要 

 

 これらのセキュリティに関する懸念事項については、慎重に対応すべきことであると認

識している。学修成果情報共有システムにおけるセキュリティ対策については、継続して

協議検討し、安心して利用できるようにセキュリティポリシー策定、情報開示も必要であ

ると考える。 

  



50 

 

4-2-5 学修成果情報共有システムに期待すること 

 学修成果情報共有システムに期待することについて調査した。集計結果は、以下のとお

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-11 学修成果情報共有システムに期待すること 専門学校 

 

 6 つの選択肢のほか、その他として次のような意見があった。 

⚫ 学校と理美容サロンでシステムを共有することで、今成すべきことが明確とな

り、休学・退学や早期離職の抑止効果が期待できる 

⚫ 専門学校と美容業界との間で『学修成果指標』において、連携が深まることに期

待する 

⚫ ゲーム業界が求める人材の専門性の最低ラインの知識・技術の統一見解をまと

め、その内容をまとめた教科書に沿って学生を指導する時代が来ることを願う 

 

 専門学校側のメリットとして、学生評価の標準化や、学修成果が客観的に認められるこ

とへの意見が多く寄せられた。学生側としても、客観的な自己評価、スキルアップの実

感、自分のスキルやレベルを対外的に示すことができるなどのメリットがあると評価され

ていることを、今回の調査で確認することができた。 

 

  

学生自身が自己評価できる

学生評価を標準化できる

スキルアップを実感できる

自身のレベルを対外的に示すことができる

学生の学修成果が客観的に認められる

早期に実現して実効性あるものにしてほしい

その他

学修成果情報共有システムに期待すること (専門学校)
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図 4-12 学修成果情報共有システムに期待すること 企業 

 

 5 つの選択肢のほか、その他として次のような意見があった。 

⚫ 教育機関での達成度としての意味合いであれば、成績評価基準として取り上げや

すいようカリキュラムを整え、指導方法も統一を図る必要がある 

⚫ 専門学校でどんな勉強をしたのかわかりやすくなる 

⚫ 客観的に評価できるシステムであってもらいたい 

 

 企業側のメリットとして、総合的能力の判断材料になり人材の見極めに役立つことへの

意見が多く寄せられた。そのほか、学修成果指標による評価でレベルが統一できること、

採用時だけでなく、社員教育によるスキルアップの記録として活用できるという意見も多

くあった。 

 

今回の調査によって、選択項目にもあるように、早期に実現し参加校や参加企業を増

やして実効性あるものにすべく、事業を継続していくことへの意義が強く感じられた。 

  

人材の見極めに役立つ

評価のレベルが統一できる

採用の基準を明確に示すことができる

社員教育によるスキルアップの記録に使える

早期に実現して実効性あるものにしてほしい

その他

学修成果情報共有システムに期待すること (企業)
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4-2-6 コメント（意見要望など） 

 ニーズ調査の終わりに、資格枠組のレベル定義、学修成果指標、ガイドラインについ

て、これらに対する印象や評価、項目やレベルの妥当性などの意見を求めたところ、次の

ような意見が寄せられた。次の表 4-8、表 4-9は、専門学校、企業ごとに、「好意的意

見」「課題・懸念事項」に分けて記載したものである。提示された課題については詳細な

検討が必要であり、本事業の 2年目の課題として取り組んでいきたい。 

 

表 4-8 その他の意見 (専門学校) 

好意的意見 

⚫ 将来的には有効なシステムであると思う 

⚫ 弊校がお預かりしている求人企業にも取り組みを伝えたい 

⚫ 今まで、「人間力やコミ力」といった言葉で表現されていた、学校における生活

指導となる「対人技能」「分析技能」が明確に数値化されていて感心した 

⚫ さらに、細部まで具体化していくことで、より役立つシステムに進化できると

思われる。スタートアップとしては充分な内容で、ぜひ活用させていただきた

い 

⚫ 概ね妥当であると思う 

⚫ 国際通用性のある『資格枠組のレベル定義』、『学修成果指標』の策定により、

学生自身の人材レベルが明確となり、学校内部の質を高めるうえでも非常に重

要であると思う 

⚫ 詳細に構成されており非常に有効なツールと受け止めている 

⚫ 細かくレベル分けされていて評価指標には役立ちそうだ 

課題・懸念事項 

⚫ 各学校の特色が無くならないか疑問を感じる 

⚫ 一つの項目で複数の内容に対する評価内容があるため、評価が複数に分かれて

しまうことがある。（数値の判断に迷うことが多い）。エビデンスとしての適性

が難しい 

⚫ システムの構築には期待するが、全体的にレベルが高く本校がついていけるの

かが懸念である 

⚫ 学修成果を判断する共通のツールがないので判断しにくい。レベル定義を読む

と「なるほど」と思えるものばかりだが、そのためにどのように育てていくか

が難しいように思う 

⚫ 「学修成果指標」：指標として、資格試験取得の合否は明確な判断ができるが、

その他の指標については、項目・内容については各校の判断など曖昧となりや

すく、更なる詳細等の検討が必要と考える 
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⚫ 成果の指標が抽象的で幅が広いためゲーム分野のほとんどの学校が 5 にしか該

当しないように思える 

⚫ これらを読み解いて、誰が評価しても同じになることは困難と思われる。しか

し、そこに近づけていかないと評価の客観性が失われる。レベルが上がるほ

ど、具体的な指標が示せるかがポイントとなる 

⚫ 評価を行うにあたり、評価者による解釈のブレをどこまで抑えられるかが気に

なる。具体的な例と一緒に表現されているとわかりやすいと思われる 

 

表 4-9 その他の意見 (企業) 

好意的意見 

⚫ ITに関する知識は今後必須であるため、各学校において教育内容を充実させて

いただきたい 

⚫ 勉強不足でこのようなものがある事をこのアンケートで初めて知った。今後も

継続して勉強していきたい 

⚫ 職域、職能のマッチング性が高まり、人材の長期雇用に続いていくと考えられ

るので大いに期待する 

⚫ 項目が細かく定義されてあり、採用時の判断材料としてとても役立ちそうだ 

⚫ レベルの枠組ができ、客観的にも評価できることは良いと思う 

課題・懸念事項 

⚫ 統一した学修成果指標を効率的に評価するためには、専門学校における教員の

資質向上と、統一した指導要領の整備が必要ではないか 

⚫ 採用する企業においては個々の学生の性格傾向や人間性を重視する場合もあ

る。対人技能、自律性、責任感、職業倫理など性格傾向の影響を強く受ける 

⚫ 教育機関での学修の中で看護対象だけでなく学生自身を客観視するような指導

を教員が意識して行うことが必要と考える 

⚫ レベル４の段階でスキルがかなり高いように思われるため、指標として適切か

どうか、やや疑問が残る。もう少し低いレベルの指標も追加されると良い 

⚫ 評価をどのように活用し、社会的評価にまで持っていけるかが課題だ 

⚫ レベル定義を 4分野統一で設定、評価することには違和感がある 

⚫ 学生迄の横の人間関係から縦の関係(特に年長者)が主になり、対応出来ない事

が多い。インターンシップでは無く対価のあるアルバイトを積極的に美容室で

行う事で学生時代から OJT の能力開発が可能と考えられる。一方で事業者側が

アルバイト=入社という制度と勘違いしない様、枠組みをしっかりと行わないと

生徒に無用なプレッシャーが係ると思われる 

⚫ 評価基準を参加校で統一させるのが難しいように感じる。具体性も必要かと思

う 
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⚫ 学修成果指標のレベル６の内容については、レベル５に分類しても良いのでは

ないか？と思われるものが散見された 

⚫ テキストによる情報量がかなり多いので、理解に時間がかかるのが課題だと思

う。情報を共有し易くする為の工夫は今後必要である 

 

 

4-3 学修成果情報共有システムの設計とプロトタイプ作成 

 「学修成果情報共有システムに対するニーズ調査」の結果を参照して、学修成果情報共

有システムの要件定義および設計を行い、それに基づいてプロトタイプを作成した。 

 このプロトタイプの概要は次のとおりである。 

⚫ 共通の評価枠組みの提供 

 共通の評価枠組みとして、「資格枠組のレベル定義」および「（分野－職種ごと）

学修成果指標」を利用する。 

⚫ 学生自身による自己評価 

 共通の評価枠組みに対する学修成果を、学生自身が自己評価する。 

⚫ 教員による客観的評価 

 共通の評価枠組みに対する学生の学修成果を、教員により客観的に評価する。 

 このプロトタイプでは、学修成果指標を使って学生が自己評価をし、それを教員が第三

者の視点で評価・フィードバックする。それによって、学生も教員もそれぞれが気づきを

得られる。 

 なお、学修成果情報共有システムの要件定義は巻末の資料 5 を参照されたい。 

 

 

4-4 学修成果情報共有システムの試用 

 試用は、本事業における 4つの分科会、「美容」、「ゲーム・CG」、「動物」、「土木・建

築」の 4分野を対象にすることを予定していたが、本年度事業では動物分野に絞り、動物

分科会委員の専門学校 2校に試用を依頼した。 
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4-4-1 学修成果情報共有システムの画面 

 下図は指標一覧画面である。資格枠組のレベル定義における 8 つの人材特性の中のす

べての指標が一覧表示される。指標をクリックすると自己評価画面が表示される。 

 

図 4-13 指標一覧画面 

 

 下図は自己評価入力画面である。自己評価は文章で入力する。 

図 4-14 自己評価入力画面 

資格枠組のレベル定義の指標

を 

クリック 

自己評価を

入力 
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 下図は教員からのフィードバック確認画面である。教員が返したフィードバックを確認

できる。フィードバックは文章で入力されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-15 教員からのフィードバック確認画面 

 

  

「評点」を確認 

「フィードバックコメント」を確認 
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4-4-2 試用後のアンケート 

 試用後は、学生と教員に試用アンケートを実施した。アンケートの内容は次のとおりで

ある。 

●試用アンケート（学生用） 
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図 4-16 試用アンケート(学生用) 
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●試用アンケート（教員用） 
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図 4-17 試用アンケート(教員用) 
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4-4-3 アンケート回答のまとめ 

 プロトタイプの試用とアンケートの実施を依頼したときが、コロナ禍で登校しない時期

であったり、定期試験に重なったりして、学生や教員の方々にはご多忙なところ、ご協力

いただけたことをあらためて感謝したい。 

 時期的な影響も受け、アンケートの回答は多くない。寄せられた意見のみでシステムの

評価をすることは難しいが、寄せられた意見の中から、今後取り組むべき課題、改善すべ

き点などを考察する。 

 

 学修成果情報共有システムでは、人材特性の指標に一つひとつ文章で自己評価を入力す

る。現在の動物分野のレベル 4では 58 個の指標があるので、学生は 58項目に文章を入力

して自己評価し、教員は 58×学生数にフィードバックすることになる。これを短期間で

実施するには無理があるので、人材特性ごとの指標を 2項目に減らし、学生、教員ともに

約 3 割程度の項目数にして試用した。しかし、入力する内容は点数ではなく文章であるこ

とから、入力に時間がかかるという意見が多く寄せられた。 

 その一方で、学生からは、入力に時間がかかるものの、自分自身で振り返りをすること

については、「役立った」、「大変役立った」という意見も目立った。同様に、自分自身の

振り返りの内容について教員からフィードバックが得られることに意義を感じるという意

見もあった。 

 教員からは、今回の試用は担任が行ったため、各授業の詳細な内容を担任が把握するこ

とは難しく、評価やフィードバックについては授業担当者が行うのがよいのではないか、

という提案があった。実施方法についても、一度にすべての項目を自己評価することは、

時間的にも無理なので、一項目ずつ教科の中で行うことでないと負担が大きい、との意見

もいただいた。 

システムのインターフェースとしては、学生からは「慣れていないので使いづらい」、

教員からは「学生の自己評価画面が小さいため、内容を確認しながらフィードバックを入

力することができない」、という意見があった。使いづらさについては、詳細な画面の状

態、レイアウトの状態などを調査して、必要な改善を行っていきたい。 

 「入力に時間がかかる」という点は、自分の言葉で文章を入力する際に感じることだと

推測される。専門学校からも、学生が自身の履修の振り返りをする上でも大変有意義なこ

とであった、また、項目（補足説明）を読み込む力、文章を記入する力も十分に必要で、

その能力を備えなければならない意味でも有意義であった、とのご意見をいただいた。 
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5 資格枠組のレベル定義、および学修成果指標の普及活動 

 

 本事業全体の趣旨、「資格枠組のレベル定義」の内容、ニーズ調査の結果、プロトタイ

プの操作方法と事例など、本事業成果を紹介し、本事業の取組に理解をいただくことを目

的とした普及セミナーを、令和 3 年 2月 22日に実施する。セミナーの内容等について

は、当機構のホームページをご覧いただきたい。 

 

一般社団法人 専門職高等教育質保証機構  https://qaphe.com/ 
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資料  
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資料 1 資格枠組 

●日本語 
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●英語 
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●中国語（繁体字） 
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●中国語（簡体字） 
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●韓国語 
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●ベトナム語 
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資料 2 資格枠組（概要） 

●日本語 
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●英語 
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●中国語（繁体字） 
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●中国語（簡体字） 
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●韓国語 
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●ベトナム語 
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資料 3 学修成果指標 

●美容分野－美容師職種 
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●ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



101 

 

●動物分野－認定動物看護師職種 
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●土木・建築分野－土木施工管理職種 
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資料 4 ガイドライン 

●美容分野－美容師職種 
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●ゲーム・CG 分野－ゲームクリエイター職種 
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●動物分野－認定動物看護師職種 
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●土木・建築分野－土木施工管理職種 
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資料 5 学修成果情報共有システムの要件定義 
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資料 6 ニーズ調査票 企業 
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資料 7 ニーズ調査票 専門学校 
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資料 8 学修成果情報共有システムの操作説明書(簡易版) 学生用 
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資料 9 学修成果情報共有システムの操作説明書(簡易版) 教員用 

 



175 

 

 

 

 



176 

 

 

 

 



177 

 

 

 

 



178 

 

 

 

 



179 

 

 

 

 



180 

 

 

 

 



181 

 

 

 

 



182 

 

 

 

 



183 

 

 

 

 



184 

 

 

 

 



185 

 

 

 

 



186 

 

 

 

 



187 

 

 

 

 



188 

 

 

 

 



189 

 

 

 

 



190 

 

 

 

 



191 

 

 

 

 



192 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度文部科学省 

職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進事業 

 

学校評価の充実等を目的とした 

資格枠組の共有化・職業分野別展開と 

その有用性の検証 
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